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第４学年 算数科学習指導案
日時 平成２０年９月５日（金）５校時
学級 ４年１組男１７名女１６名計３３名
授業者 Ｔ１ 平田 裕司

Ｔ２ 阿部 徹

１ 単元名「わり算の筆算を考えよう」（新しい算数 東京書籍 ４年下 ｐ２～ｐ１９）

２ 指導要領との関連

第４学年の目標
(1) 除法についての理解を深め、適切に用いることができるようにする。

内容 Ａ 数と計算
(3) 整数の除法についての理解を深め、その計算が確実にできるようにし、それを適切に用いる能力を

伸ばす。

ア除数が１位数や２位数で被除数が２位数や３位数の場合の計算の仕方を考え、それらの計算が基
本的な計算をもとにしてできることを理解すること。また、その筆算の仕方について理解するこ
と。

イ除法の計算が確実にでき、それを適切に用いること。
ウ除法について、被除数、除数、商及び余りの間の関係を調べ、次の式にまとめること。

（被序数）＝（除数）×（商）＋（余り）
エ除法に関して成り立つ性質を調べ、それを計算の仕方を考えたり計算の確かめをしたりすること

に生かすこと。

３ 単元について

(1) 教材について

本単元は、学習指導要領算数科第４学年の目標「（１）除法についての理解を深め、適切に用いるこ
とができるようにする。」を受けて設定したものである。

２～３位数÷１位数の筆算については、４学年第３単元「わり算の筆算（１）」で学習している。本
単元では、その発展として、２～３位数÷２位数の筆算を指導する。２位数でわる計算は、除数の桁数
が増えても、計算を進めるときの考え方や「たてる」「かける」「ひく」「おろす」という４つの操作手
順は、１位数の場合と同じである。しかし、商を「たてる」の段階が格段に困難になる。それは、除数
が１位数の場合は「たてる」は九九を用いて１回で決まるのに対して、２～３位数になると、仮商を立
ててみてそれを修正しながら商を求めるという試行錯誤的な操作が必要になるからである。また、その
際見積もりをしたり簡単な暗算をしたりする力も必要になる。このような求め方は初めての経験なので、
理解しにくく、習熟にも時間を要するところである。そこで、本単元では筆算の各段階の意味が十分理
解できるように、１位数でわる除法の計算方法を活用して、２位数でわる計算（筆算）を工夫して答え
が出せるように指導していく必要がある。

また、本単元では、被除数、除数、商、あまりの関係を調べ、「被除数＝除数×商＋あまり」の形に
まとめ、除法についての理解を深めるとともに、被除数、除数、商、あまりの関係を計算の確かめに用
いることができるようにすることもねらいとしている。

さらに、本単元では、除法について成り立つ性質についても指導する。除法については次のような性
質がある。

ａ÷ｂ＝ｃのとき
（ａ×ｍ）÷（ｂ×ｍ）＝ｃ
（ａ÷ｍ）÷（ｂ÷ｍ）＝ｃ

つまり、被序数と除数に同じ数をかけても、同じ数でわっても商は変わらないという性質である。こう
した性質を用いて、１５０÷５０の計算を１５÷５として考える等、数と計算に関わるいろいろな場面
で用いることができるようにすることも大切である。この除法の性質は、第５学年で「小数の除法の計
算のしかた」を考えたり、第６学年で「分数の計算のしかた」を考えたりするときにも用いる重要なも
のである。

(2) 子どもについて

前単元の「わり算の筆算(１)」の学習では、問題の内容を数直線図に表したりする活動や、１０や
１００の束で考えたりする活動など、これまでの学習を生かして問題を解く活動を大切に扱い学習を進
めた。そこでは多くの子どもたちが、そうした活動のよさや楽しさを感じていた。

また、筆算のしかたでは、筆算のアルゴリズムをていねいに扱いながらも、図に表したり１０や 100
の束で考えたことが筆算ではどのように使われているか、筆算との関連を図る活動を重視し学習を進め
ることによって、子どもたちは、より一層筆算のしかたについて理解を深めることができた。
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さらに、前単元ではペア学習を多く取り入れることによって、自分の考えを順序よく説明しようとし
たり、積極的に友だちと関わり合おうとしたりする態度が少しずつ育ってきている。反面、算数に対し
て苦手意識をもっている子どもが数人いて、１０枚を１束とみる「単位の考え」が理解できなかったり、
自分なりの考えをもって学習の高め合いに参加できていない場合があったりしたので、本単元ではペア
を組む子を配慮したり、計画的に個別指導したりすることで、苦手意識を少しでも減らしていきたい。

以下はレディネステストの結果である。３は、わり算の問題の中にかけ算の問題を入れてみると８２
％という正答率であった。これは、乗法、除法の意味をしっかりと理解せずに立式している子どもが多
くいることが伺えるので、本単元においても、演算決定をする際、なぜその式になるのかという根拠を
示すことを大切に扱いながら授業を進める必要がある。４－（４）は、２３など０を落としている誤答
が多く見られた。（１２％）これは、答えの見積もりを生かそうという態度がしっかりと身についてい
ないことが伺えるので、指導の際、答えの見積もりがまちがいを少なくするというよさをとらえさせて
いきたい。

問題の内容 正答率
１ ２位数÷１位数の問題を解決できるか。 式 １００％

答え ９７％
２ ２位数÷１位数（あまりあり）の問題を解決できるか。 式 １００％

答え ９４％
３ ２位数×１位数の問題を解決できるか。 式 ８２％

答え ７８％
４ ２位数÷１位数、３位数÷１位数の暗算ができるか。

（１）５０÷５ （１） ９７％
（２）７２÷４ （２） ８２％
（３）２７０÷９ （３） ９７％
（４）６９０÷３ （４） ８２％

５ ２位数÷１位数、３位数÷１位数の筆算ができるか。
（１）９８÷８ （１） ９４％
（２）４６０÷７ （２） ９１％

６ ２位数÷２位数の筆算ができるか。（未習）
・ ７９÷３４ １８％

(3) 指導について

筆算形式の指導においては、計算の意味や仕組みを十分に理解した上で計算の技能を身につけ、必要
な場面で活用できるようにすることが大切である。そこで、筆算の手順を形式的に指導するのではなく、
既習の基本的な計算や筆算のしかたをもとにして、見積もりや計算のきまりなどを使って筆算のしかた
を考えさせるとともに、計算の各段階における意味を具体的な場面と結びつけて説明させる機会を多く
設定したい。その際、既習事項を活用しやすいように、教室内の掲示環境を整えておきたい。

仮商の見つけ方として除数を何十とみるかを考えるときには、子どもたちから２４は２０に、２６は
３０にというように、一の位の数の大きさで線引きして何十とみる考えが出されると思われる。そこで、
一番近い何十で見るという数感覚を大切にした指導と、被除数の大きさも考え合わせて２５を３０とみ
たり、２０とみたりする柔軟な数の見方をする指導を通して、線引きするのではなくその場にふさわし
い方法で仮商を立て修正し真の商を見つけられるようにしていきたい。

また、レディネステストの結果をみると、商に０が立つわり算では「かける」「ひく」の０を省略す
る方法を全員が身につけているわけではないので、形式的な理解からくる誤りが考えられる。そこで、
０を省略した筆算と０を省略しない筆算を比較させ、筆算のしかたを工夫できることをしっかりと押さ
えたい。また、筆算のしかたを工夫することで簡単に計算できるよさに気づかせたい。工夫して計算す
るよさに気づいた子どもは、第１１時や第１２時で学習する除法について成り立つ性質を活用した計算
にも意欲的に取り組むものと考える。

計算の確かめについては、本単元では検算として出てくるので、形式的にやり方を理解させるのでは
なく、なぜそうなるのかを考えさせる時間を十分にとり、図や言葉の式と結びつけながら理解を深めさ
せたい。そうすることで、検算の考え方を、様々な問題解決場面で活用できるようにさせたい。

除法について成り立つ性質は、今後の学習に活用されていく重要な性質であるので、丁寧な指導を心
がけたい。実際には、第１小単元でとらえた「１０をもとにして考えると、６０÷２０は６÷２の商と
等しくなる。」という考え方との関連を図りながら、商が等しいわり算の式を見て調べたことと、具体
的な場面をもとに調べたこととをもとにこの性質をまとめ、この性質を使って工夫して計算ができるこ
とを理解させ、そのよさをしっかりと味わわせたい。よさを味わうことは、活用しようという意欲につ
ながるものと考える。

本単元は、既習事項を生かし類推的に考える場面が豊富にある。考えることは目に見えない児童の内
的な活動であり、限られた１時間の授業の中で、すべての子どもの考えを見取るのは難しい。したがっ
て、考えた手順や途中の計算等をノートに残しておかせ、後から児童の考えを読みとることができるよ
うにしたい。また、ノートに書かれた感想を活用し、授業では表れなかった子どもの内面を評価し、指
導に生かしていきたい。

家庭学習においては、計算問題だけではなく課題を解決した道筋を振り返る学習を復習させてみる等、
家庭学習でも活用する力を伸ばしていくことができるよう内容を工夫していきたい。
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４ 指導の系統と単元の教材構造

（１）指導の系統

３年 ４年 ５年

③わり算 ③わり算の筆算（１） ②小数のかけ算とわり算

・除法の意味と演算記号 ・２～３位数÷１位数の筆算形式 ・整数、小数÷整数(商が小数)

・九九を１回適用する除法計算 ・乗除混合、連除の式の計算方法 の計算と筆算形式

（あまりなし） ・倍と除法の意味の拡張

（倍の第一・第三用法）

・１位数でわる除法の暗算

・「商」「積」の用語

⑧小数のわり算

⑧あまりのあるわり算 ・小数でわる除法の意味と計算

・九九を１回適用する除法計 ・整数、小数÷小数の計算と筆

算（あまりあり） 算形式

・答えの確かめ方 本単元 わり算の筆算（２）

・あまりの意味 ・何十でわる除法

・２～３位数÷２位数の筆算形式

・除法の検算のしかた

・仮商の立て方と修正の意味 ⑫分数と小数

・除法について成り立つ性質 ・整数の除法の商は分数を用い

るといつも１つの数として表

せること

（２）単元の構造

第１時 第１１時（本時）

何十でわる除法計算（あまりなし） 除法について成り立つ性質

（60 ÷ 20） （150 ÷ 50）

第１時 第１２時

何十でわる除法計算（あまりあり） 末尾に０のある数の除法

（90 ÷ 20） （3200 ÷ 400）
第２・３時

わる数×商＋あまり 第２・３時

＝わられる数 ２位数÷２位数＝１位数（仮商修正なし）

の関係と検算のしかた （87 ÷ 21）

第４時 第５時

２位数÷２位数＝１位数 ２位数÷２位数＝１位数

(過大商をたてたときの仮商修正) (過小商をたてたときの仮商修正)

（86 ÷ 23） （78 ÷ 19)
第６時

過大商・過小商両方をたてた場合の仮商修正

（87 ÷ 25）

第７時

３位数÷２位数＝１位数

（153 ÷ 24）
第１０時

第８・９時 ３位数÷２位数＝２位数

３位数÷２位数＝２位数 で商に０がたつ場合(商が

（345 ÷ 21） 何十)の簡便な筆算のしか

た

（941 ÷ 23)(960 ÷ 16)
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５ 単元の目標

(1) 主目標

筆算形式による２～３位数を２位数でわる除法計算のしかたについて理解し、それを適切に用いる
能力を伸ばす。

(2) 観点別目標

＜関心・意欲・態度＞
・除数が２位数の除法計算の仕方を、既習の除法計算のしかたをもとに進んで考えようとする。

＜数学的な考え方＞
・見積もりをもとに、仮商のたて方や修正の仕方について考える。
・除法に関して成り立つ性質を調べ、それを計算の仕方を考えたり計算の確かめをしたりすることに生

かすことができる。
＜表現・処理＞

・除数が２位数の除法計算を正確に筆算ですることができる。
＜知識・理解＞

・除数が何十の除法計算のしかたを理解する。
・除数が２位数の除法の計算のしかたを理解する。

６ 単元の指導計画と評価規準

(1)単元の指導計画

単元名 「わり算の筆算を考えよう」 １５時間

小単元 時（時数） 学 習 内 容
１．何十でわ １ ・何十でわる（あまりなし）除法計算

る計算 ・何十でわる（あまりあり）除法計算
２．２けたの ２ ・２位数÷２位数（仮商修正なし）の筆算

数でわる筆 ・わる数×商＋あまり＝わられる数と検算のしかた
算（１） １ ・２位数÷２位数の筆算で過大商をたてたときの仮商修正の意味

とそのしかた
１ ・２位数÷２位数の筆算で過小商をたてたときの仮商修正のしかた
１ ・過大商と過小商の両方をたてた場合の、仮商修正のしかたの比較
１ ・３位数÷２位数の筆算で商が１位数になる場合の仮商の立て方

３．２けたの ２ ・３位数÷２位数＝２位数の筆算
数でわる筆 １ ・３位数÷２位数の商で０がたつ場合（商が何十）の簡便な筆算の
算（２） しかた

４．わり算の １（本時） ・除法について成り立つ性質
きまり １ ・末尾に０のある数の除法の簡便な計算のしかたとあまりの求め方
まとめ １ ・力をつけよう

１ ・やってみよう
１ ・たしかめよう

(2)評価計画

ア 単元の評価規準

関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解

・除数が２位数の除法 ・見積もりをもとに仮 ・除数が２位数の除法 ・除数が何十の除法計
計算の仕方を、既習 商のたて方や修正の 計算を正確に筆算で 算のしかたを理解し
の除法計算のしかた 仕方について考えて することができてい ている。
をもとに進んで考え いる。 る。 ・除数が２位数の除法
ようとしている。 ・除法に関して成り立 の計算のしかたを理

つ性質を調べ、それ 解している。
を計算の仕方を考え
たり計算の確かめを
したりすることに生
かしている。
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イ 評価計画

時 目 標 主な評価場面 評価規準 具体の評価規準 ｢ C 努力を要する
<評価方法> 十分満足できる 概ね満足できる 子｣と判断された

(Ａ) (Ｂ) 子への主な手だて
何 １ 何十でわる計 適用問題に取り 除数が何十の除法 １５０÷４０のよ １５０÷４０のよ 除数、被除数を
十 算のしかたを 組む。 計算のしかたを理 うな計算を１５÷ うな計算を１５÷ １０の束いくつ分
で 理解し、その <ノート、発言> 解している。 ４のように直して ４のように直して か考えさせ、九九
わ 計算をするこ <知識・理解> 計算し、あまりも 計算し、あまりも を使って計算させ
る とができる。 正しく求めること 正しく求めること る。
計 ができる。また、 ができる。
算 計算の手順も説明

できる。
２ ２ ２位数÷２位 ８７÷２１の計 除数が何十の場合 ２位数÷２位数（仮 ２位数÷２位数（仮 商の見当のつけか
け 数（仮商修正 算のしかたを考 をもとにして、 商修正なし）の計 商修正なし）の計 たについて、前時
た なし）の筆算 える。 ２位数÷２位数 算を、除数と被序 算を、除数と被序 の学習を振り返ら
の のしかたを理 <ノート・観察> （仮商修正なし） 数が何十の場合の 数が何十の場合の せ、除数の一の位
数 解し、その計 の筆算のしかたを 計算をもとに商の 計算をもとに商の を切り捨てて考え
で 算をすること 考えている。 見当をつけて筆算 見当をつけて筆算 ることと、何十÷
わ かできる。 <数学的な考え方> をし、その手順を をしている。 何十の計算をもと
る わる数×商＋ 書いている。 にすればよいこと
筆 あまり＝わら に気づかせる。
算 れる数の関係 適用問題に取り ２位数÷２位数 ２位数÷２位数 ２位数÷２位数 前時の学習を振り
(1) を理解し、除 組む。 （仮商修正なし） （仮商修正なし） （仮商修正なし） 返らせ、商は何の

法の検算をす <ノート> の筆算ができる。 の筆算を、検算を の筆算を、検算を 位にたつか、わる
ることができ <表現・処理> 取り入れてすばや 取り入れて問題を 数を何とみて商の
る。 く正確に問題を処 処理している。 見当をつければよ

理している。 いか考えさせる。
Ｐ６②１２問中 Ｐ６②１２問中

１０問以上正解 ８～９問正解
１ ２位数÷２位 ８６÷２３の筆 仮商のたて方、修 仮商のたて方、仮 仮商のたて方、仮 これまでの商の見

数の筆算で、 算のしかたを考 正のしかたを筋道 商修正のしかたを 商修正のしかたを 当のつけ方を想起
過大商をたて える。 立てて説明するこ 大きすぎた場合を 筋道立てて説明す させ、部分積が被
たときの仮商 <ノート・発言> とができる。 例示しながら筋道 ることができる。 除数より大きくな
修正の意味と、 <数学的な考え方> 立てて説明するこ ってしまった場合
そのしかたを とができる。 は、商をどうすれ
理解すること ばよいか考えさせ
ができる。 る。

１ ２位数÷２位 適用問題に取り 過小商をたてたと ２位数÷２位数の 除数の一の位の数 商の見当のつけか
数の筆算で、 組む。 きの仮商修正の筆 筆算について、仮 に着目して何十に たを想起させると
過小商をたて <ノート> 算ができる。 商修正のやりかた 近いかを判断し、 とともに、あまり
たときの仮商 <表現・処理> を理解し、すばや 商の見当をつける が除数より大きく
修正のしかた く正確に処理する ことができる。ま なった場合は、商
を理解するこ ことができる。 た、商が小さすぎ を１大きくすれば
とができる。 る場合は、修正し よいことに気づか

て計算することが せる。
できる。

Ｐ８⑤８問中 Ｐ８⑤８問中
７問以上正解 ５～６問正解

１ 除数を切り捨 仮商修正のしか 過小商と過大商の 過小商と過大商の 過小商と過大商の ２５は２０とも
て、切り上げ たをノートにま それぞれの仮商修 それぞれの仮商修 それぞれの仮商修 ３０ともみること
の両方による とめる。 正のしかたを理解 正のしかたをノー 正のしかたをノー ができることに気
仮商修正のし <ノート・観察> している。 トにまとめて、除 トにまとめている。づかせ、商の見当
かたを比較し、 <知識・理解> 数を実際より大き の付け方は、場合
自分が考えや く見るか、小さく に応じて適宜使い
すい除数の処 見るかで過大商に 分けていく必要が
理による筆算 なったり過小商に あることを理解さ
のしかたを理 なったりすること せる。
解することが にも触れている。
できる。

１ ３位数÷２位 適用問題に取り ３位数÷２位数＝ 被除数が３位数に 被除数が３位数に 除数を１０倍する
数＝１位数の 組む。 １位数の筆算がで なった場合も、仮 なった場合も、商 と被除数より大き
筆算の仮商の <ノート> きる。 商修正を念頭で行 の見当をつけこと くなることから、
たて方を理解 <表現・処理> うことができ、筆 ができ、筆算で正 商は１０より小さ
し、その計算 算で正確に処理す 確に処理すること いことを理解さ
をすることが ることができる。 ができる。 せ、商の立つ位を
できる。 Ｐ１０⑩⑪⑫⑬ Ｐ１０⑩⑪⑫⑬ 確認させる。

１５問中 １５問中
１３問以上正解 ９～ 12 問以上正解
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２ ２ ３位数÷２位 ３４５÷２１の ３位数÷２位数＝ ３位数÷２位数＝ 被除数を１０のま わられる数の大き

け 数＝２位数の 筆算のしかたを ２位数の計算のし ２位数の筆算につ とまりで考え、商 さと、わる数の上

た 筆算のしかた 考える。 かたを考えようと いて、商を十の位 を十の位にたてる から１桁目と２桁

の を理解し、そ <ノート・観察> している。 にたてることや部 ことを考えている。目の数の大きさを

数 の計算をする <関心･意欲･態度> 分積の意味を説明 既習の手順をもと 比較し、商の立つ

で ことができる。 しようとしている。に、一の位にも商 位置を確かめさせ

わ また、一の位の計 をたてることがで る。

る 算は、既習のわり きることに気づい

筆 算の筆算の手順と ている。

算 同じであることを

(2) 説明しようとして

いる。

適用問題に取り ３位数÷２位数＝ ３位数÷２位数＝ ３位数÷２位数＝ ３４５÷２１の計

組む。 ２位数の筆算がで ２位数の筆算がす ２位数の筆算が正 算の仕方を見せな

<ノート> きる。 ばやく正確に処理 確に処理すること がら、位ごとに計

<表現・処理> することができる。ができる。 算させる。

Ｐ１２②１２問中 Ｐ１２②１２問中

１０問以上正解 ８～９問正解

１ 商に０がたつ 適用問題に取り 商に０がたつ場合 既習のわり算の筆 十の位に商をたて

場合（商が何 組む。 の簡便な筆算のし 算の計算方法をも た後のあまりが、

十）の簡便な <ノート> かたを理解してい とに、商に０がた 除数より小さくな

計算のしかた る。 つ理由を説明する っている場合は一

を理解するこ <知識・理解> ことができる。ま の位にどんな数字

とができる。 た、０をかけても をたてるか考えさ

積は０なので、計 せる。

算を省略してもよ

いと言える。

わ １ 除法について 除法について成 除法に関して成り 商が等しい除数の 商が等しい２つの 解決の見通しでと

り ・ 成り立つ性質 り立つ性質を考 立つ性質を調べる 式の被除数と除数 除数の式の被除数 らえた内容を確認

算 本 を調べ、それ える。 ことができる。 の関係について多 と除数の関係につ し、４÷１＝４を

の 時 を計算のしか <ノート・発言> <数学的な考え方> 面的に調べること いて調べることが もとにして、他の

き たを考えるこ ができる。 できる。 式との関係をとら

ま とに生かすこ えさせる。

り とができる。

１ 末尾に０のあ 適用問題に取り 末尾に０のある数 わり算のきまりを わり算のきまりを わり算のきまりを

る数の除法の 組む。 の簡便な計算がで つかって、末尾の つかって、末尾の 振り返らせ、被除

簡便な計算の <ノート> きる。 ０を処理しながら、０を処理しながら、数と除数をどんな

しかたとあま <表現・処理> 簡便な方法ですば 簡便な方法で計算 数でわればよいか

りの求め方を やく、正確に計算 することができる。考えさせる。

理解すること することができる。

ができる。 Ｐ１６③④９問中 Ｐ１６③④９問中

９問正解しドリル ８問正解

ま １ 「力をつけよ 問題に取り組 基本的な学習内容 学習内容を正しく 学習内容を正しく 既習内容を振り返

と う」をする。 む。 について理解して 用いて問題をすば 用いて問題を解く らせながら取り組

め ＜ノート＞ いる。 やく、正確に計算 ことができる。 ませる。

＜知識・理解＞ することができる。

１ 操作的な活動 問題に取り組 世界のわり算のち 外国の方法でわり 外国の方法でわり 外国のわり算と日

や考察を通し む。 がいをみつけよう 算の筆算をとおし 算の筆算をする活 本のわり算の数字

て、学習内容 <ノート・発言> とする。 て、外国のわり算 動をとおして、外 や計算の順序につ

の理解を深め、 <関心･意欲･態度> と日本のわり算の 国のわり算と日本 いて同じ所がない

わり算につい 共通点と相違点を のわり算の共通点 か気づかせる。

ての興味を広 述べている。 を述べている。

げることがで

きる。

１ 「たしかめよ 問題に取り組 基本的な学習内容 学習内容を正しく 学習内容を正しく 既習内容を振り返

う」をする。 む。 について理解して 用いて問題を速く、用いて問題を解く らせながら取り組

＜ノート＞ いる。 正確に解くことが ことができる。 ませる。

＜知識・理解＞ できる。
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７ 本時の指導について

（１）本時の目標
除法について成り立つ性質を調べ、それを計算のしかたを考えることに生かすことができる。

（２）本時の評価規準

具体の評価規準 Ｃ 努力を要する子と判断
評価規準 十分満足できる Ａ 概ね満足できる Ｂ された子への手だて

評価① 商が等しい２つの除法の 商が等しい２つの除法の 解決の見通しでとらえた内
除法に関して成り立 式の被除数と除数の関係 の式の被除数と除数の関 容を確認し、４÷１＝４を
つ性質を調べること を多面的に（または複数） 係を１つは調べることが もとにして、他の式との関
ができる。 調べることができる。 できる。 係をとらえさせる。
【数学的な考え方】

（Ａの状況例） （Ａの状況例） （Ｂの状況例） それでも、解決できない子
４÷１＝４ ４÷１＝４ へは、４÷１＝４と○÷○

×６ ↓ ↓×６ ４÷１＝４ ×６ ↓ ↓×６ ＝４の２つの式について、
２４÷６＝４ × 2 ↓ ↓× 2 ２４÷６＝４ わられる数が何倍になって

× 6 ８÷２＝４ × 6 いるか、一緒に考える。
２４÷６＝４ × 3 ↓ ↓× 3 ２４÷６＝４
÷３ ↓ ↓÷３ 24 ÷６＝４ ÷３ ↓ ↓÷３

８÷２＝４ ８÷２＝４

評価② わり算のきまりを使っ わる数とわられる数、どち
除法に関して成り立 て、工夫して計算するこ らもわることができる数を
つ性質を、計算のし とができる。 考えさせる。
かたを考えることに （Ｂの状況例） （Ｂの状況例）
生かすことができ ９０÷３０＝３ ６０÷１５＝４ それでも解決できない子に
る。 ÷ 10 ↓ ↓÷ 10 ÷ 5 ↓ ↓÷ 5 は、一の位の数に着目して、
【数学的な考え方】 ９÷３＝３ １２÷ ３＝４ まず、１０や５でわれない

か考えさせる。

（３）本時の指導について
本時では、まずいくつかの商が同じになるわり算を提示するが、提示のしかたを工夫することによっ

て、商が同じになるわり算に対して興味をもたせ、わられる数とわる数の間には何かきまりがありそう
だという見通しをもたせる。その後、提示した式の中から２つの式を選び、わられる数とわる数の間に
あるきまりを調べ、そこで見つけたきまりが提示した他の式でもいうことができるか調べる活動を行う。

さらに、具体的な数値や場面をとおして、１５０÷５０の計算の仕方を考えることによって、被除数、
除数と商との関係について理解を深めさせ、わり算のきまりをまとめる。

「ふかめる」段階の後段では、いくつか適用問題を解決させ、わり算のきまりを用いることのよさに
ついて実感させたい。

（４）本時の学習で活用する考えと活用する場
活用する場 活用する考え 児童の意識

商が４になる５つの式 商が４になる他の式の
活 「４÷１＝４、８÷２＝４、 ８÷２＝４ １６÷４＝４ 間でも同じような関係
用 １６÷４＝４、２４÷６＝４、 ×２ ↓ ↓×２ ÷２ ↓ ↓÷２ が成り立っているのだ
１ ４０÷１０＝４」について、 １６÷４＝４ ８÷２＝４ ろうか。

わる数とわられる数の関係を
調べる。 【２つの式から気づいたきまりの活用】 【自力解決】
商が６になるわり算の式を３ 商が４になるわり算の式では、 商が４の場合に成り立

活 つ考える。 わられる数とわる数に同じ数をかけても、また、っている関係は、商が
用 わられる数とわる数を同じ数でわっても商は変 他の数の時にも成り立
２ わらない。 つのだろうか。

【商が４の場合に言えたきまりの活用】 【自力解決】
１５０÷５０の商と１５÷５ 何十でわる計算は、１０の束で考えると簡単に わる数とわられる数を

活 の商が等しいわけを考える。 計算できる。 １０でわるとなぜ商が
用 （６０÷２０の商は、１０の束で考えると 変わらないのだろう。
３ ６÷２の商と等しくなる。）

【第１時で習得した知識の活用】 【集団解決】
活 わり算のきまりを使って、２ わり算では、わられる数とわる数に同じ数をか わり算のきまりを使っ
用 位数でわるわり算を工夫して けても、わられる数とわる数を同じ数でわって て、簡単なわり算に直
４ 計算する。 も、商は変わらない。 して計算してみよう。

【除法について成り立つ性質の活用】 【自力解決】
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（５）本時の展開
段 学習内容･学習活動 教師の支援・留意点 評価・備考
階 Ｔ１ Ｔ２

１ 問題をつかむ ・わり算の
・問題文には、ど ・子どもたちが気 カード

答えはいくつになりますか。 のようなきまり がついたことに
４÷ １＝□ があるかという 対して、個別に

つ ８÷ ２＝□ 文は提示せず、 気がついたこと
か １６÷ ４＝□ 商が等しい５つ を聞いてみる。
む ２４÷ ６＝□ のわり算を縦に

４０÷１０＝□ 示すことで、そ
５ れぞれの式の間 ・学習課題の内容
分 ・商がどれも等しいことに気づき、 には何かきまり がつかめていな

それぞれの式の間にはどんなきま がありそうだと い子どもには、
りがあるかについて関心をもつ。 いういう子ども 商が等しいこと

２ 学習課題をつかむ。 たちの気づきを を確認させ、「ど
生かし、学習課 うしてそうなる

商が等しいわり算の式には、どん 題を設定する。 んだろうね。」
なきまりがあるか調べよう。 という疑問を投

げかけてみる。

３ 見通しを立てる。
＜解決方法の見通し＞

・８÷２＝４の式と１６÷４＝４の ・商が等しい場合 ・わられる数はわ
２つの式について、わられる数と に限定し、被除 る数の４倍にな
わる数の間に何かきまりがないか 数、除数と商の っていることな
調べてみる。 関係をとらえる ど、他のきまり

という観点をし について気がつ 評価①
８÷ ２＝４ っかりととらえ いた子どもに

× 2 ↓ ↓× 2 させるため２つ は、その内容を
ふ １６÷ ４＝４ の式を教師が示 確認し見つける
か し関係について ことができたこ
め １６÷ ４＝４ 話し合わせる。 とをほめてあげ
る ÷ 2 ↓ ↓÷ 2 ・「２倍」である る。
38 ８÷ ２＝４ ことや「２でわ
分 る」ことを「×

２」「÷２」と
表現することを
確認する。

・被乗数、除数の ・被乗数、除数の
どちらも２倍し どちかも２倍し
たり２でわった たり２でわって
りしていること いることをしっ
をしっかりとと かりととらえさ

活用１ らえさせる。 せる。
４ 自力解決をする。 ・２つの式だけで ・解決にとまどっ

・２つの式でみつけた関係が他の式 なく、いくつか ている子どもに
の間でも成り立っているかどうか の式を多面的に は２つの式でと
確かめてみる。 見ようとしてい らえた内容を確

る子どもがいれ 認させる。
ば、全体に広め ・子どもの様子か
る。 ら内容が理解で

きているかどう
か判断し、理解
できないでいる
様子の子どもに
は、４÷１＝４
をもとにして、
他の式との関係
をとらえさせる。
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５ 高め合い（Ⅰ）をする。 ・式の間にある関
・それぞれに確かめたことを確認し、 係についてとら

わかったことについてを話し合う。 えたことを言葉
で板書しておく。

・いろいろな場合
について、発表

４÷ １＝４ させる。
× 2 ↓ ↓× 2 ・考えを読みとる

× 6 ８÷ ２＝４ × 6 活動も取り入れ
× 3 ↓ ↓× 3 たい。

２４÷ ６＝４ ・商が等しいわり
算の式の間には、
どんな関係があ

４０÷１０＝４ るか、気づいた
÷ 5 ↓ ↓ ÷ 5 ことを話し合わ

８÷ ２＝４ せる。

活用２ ・見つけたきまり
６ 練習問題①を解く。 を使って式をつ ・解決にとまどっ ・問題文の

・商が６になるわり算の式を３つ書 くるよう指示す ている子どもに 紙板書
く。 る。 は６÷１＝６を

・ペア学習をして確かめる。 もとにして考え
・問題２について させる。

７ 問題２をとく。 は自力解決の時
間を設定して解

色紙が１５０枚あります。この色 決させるのでは
紙を１人に５０まいずつ分けると、 なく、これまで
何人に分けられますか。 の学習を確認し ・挙手や表情の観

ながら、全体で 察から、理解の
・式を立てる。 問題を解決して 度合いをチェッ

いく。 クし、練習問題
・１５０÷５０と ②の個別指導に

活用３ １５÷５の商が 生かす。
８ 高め合い（Ⅱ）をする。 等しいわけを、

本単元の第１時
の学習と関連付

１０まいのたばをもとにし けながら、１０
て考えていること でわることは、

１０まいの束を
１５０÷５０＝３ もとにして考え

÷ 10 ↓ ↓÷ 10 ていることを話
１５÷ ５＝３ し合いの中で気

づかせていく。
１５÷ ５＝３ ・５でわったりす

× 10 ↓ ↓× 10 ることも１０の
１５０÷５０＝３ 束と同様に考

え、５など、別
５まいのたばをもとにして の束をもとにし
考えていること て考えても同じ

ことがいえるこ
１５０÷５０＝３ と、その逆もい

÷ 5 ↓ ↓÷ 5 えることに気づ
３０÷１０＝３ かせていく。

３０÷１０＝３
×５ ↓ ↓×５

１５０÷５０＝３

９ まとめ ・子どもたちのこ
とばをもとにま ・とまどっている

わり算では、わられる数とわる数 とめをする。 子どもには、ど
に同じ数をかけても、また、わられ の考えにも共通
る数とわる数を同じ数でわっても、 していることを
商は変わりません。 考えてみること

を促す。
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・解き方を工夫す
活用４ ることによって ・とまどっている

10 練習問題②を解く。 簡単に問題が解 子どもには、同 評価②
けることを実感 じ数をかけたり
させ、今日学習 わったりさせな
した内容のよさ がら工夫して計
を実感させる。 算ができるよう

支援する。

ひ 11 学習を振り返る。 ・今日学習した内 ・今日学習した内
ろ ・本時の学習について学習感想を書 容のよさが実感 容のよさが実感
げ く。 できた感想を発 できた感想や家
る 表させる。 庭学習にも生か
２ ・家庭学習にも生 そうとする感想
分 かそうとする感 がないかチェッ

想があればとり クする。
あげる。


